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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 動物用がん診断・治療を可能にする機能性光細菌 

研 究 責 任 者 ： 都 英次郎（北陸先端科学技術大学院大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究課題では、機能性光細菌が有する特異な抗がん活性・蛍光放射性と集積・増殖性を利用し

たマウス体内における有効性を検討し、将来の”動物用がん光診断・治療機器”の開発に繋げることを

目的とする。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

世界的なペットの需要やそれらの寿命の増加も相まって、ここ 10 数年でペットのがんが急増してい

る。また、豚、牛、馬などの産業動物のがんも増加しており、高精度かつ根治可能な診断・治療技術の

需要が高い。実際、動物も人間同様に三大療法（外科療法、化学療法、放射線療法）に依存しており、

より低侵襲、高い治療効果、簡便さ等を併せ持つ先進的な診断・治療技術の開発が切望されている。

本研究では、獣医がん診断で頻繁に見られる乳腺がんを標的とした当該細菌の、①抗腫瘍効果の検

証、②体内動態解析、③生体適合性評価、④抗がん作用メカニズム、を評価した。いずれのマイルスト

ーンにおいても当初の計画と目標を充分に達成することができた。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究で得られた知見を元にヒト臨床応用に向けた早期の社会実装を実現すべく、製薬企業への

ライセンシングアウトを見据えて、製品化に向けた generic good practice（GxP）対応の戦略策定を実

施する予定である。また、医薬品医療機器総合機構（PMDA）の指導を仰ぎながら、医薬品開発業務受

託機関（CRO）等での薬効と安全性に係る評価を行っていく予定である。JST の 2025 年度 Start-up プ

ログラムに採択されたので、社会実装を進めていきたいと考えている。現在、ベンチャーキャピタルと

協業しながらスタートアップ創業の準備を進めている。 

 


